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道
路
整
備
中
期
計
画
は

ず
さ
ん
！ 

 

二
月
の
予
算
委
員
会
質
疑
は

道
路
問
題
を
集
中
的
に
取
り

上
げ
ま
し
た
。 

①
十
年
前
の
古
い
調
査
を
基
準 

 
 
 
 

今
後
十
年
間
で
五
九
兆
円

を
投
じ
る
道
路
整
備
中
期
計

画
は
、
一
九
九
九
年
の
道
路
交

通
セ
ン
サ
ス
（
全
国
道
路
・
街
路

交
通
情
勢
調
査
）
の
推
計
を
基

に
し
て
い
ま
す
。
最
新
デ
ー
タ

と
し
て
平
成
一
七
年
の
調
査
結

果
が
一
部
公
表
さ
れ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
ま
た
、
平
成
一

一
年
以
降
、
高
速
道
路
交
通
量

の
減
少
傾
向
が
強
く
な
り
、
人

口
の
減
少
、
経
済
の
停
滞
な
ど
、

社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、

一
〇
年
前
の
道
路
セ
ン
サ
ス
を

使
っ
た
の
は
不
可
解
で
あ
り
不

合
理
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

②
Ｂ
／
Ｃ 

一
・
〇
以
上
で
も

道
路
を
造
り
続
け
る
？ 

「便
益
（Ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｆ
ｉ
ｔ
）／
「費

用
（
Ｃ
ｏ
ｓ
ｔ
）
の
比
率
が
一
・
〇

以
上
で
も
道
路
を
建
設
す
る

と
の
二
月
二
八
日
の
政
府
見
解

は
、
「
一
・
二
を
超
え
な
け
れ
ば

整
備
し
な
い
」と
い
う
こ
れ
ま
で

の
国
土
交
通
大
臣
の
答
弁
を
根

底
か
ら
覆
す
も
の
で
す
。
こ
の

よ
う
に
議
論
の
前
提
が
崩
れ
、

審
議
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
中

で
の
来
年
度
予
算
案
の
与
党
強

行
採
決
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

③
一
万
四
〇
〇
〇
ｋ
ｍ
＋
七
〇 

〇
〇
ｋ
ｍ
＋
α
と
際
限
な
し
！ 

高
速
自
動
車
国
道
に
並
行

す
る
一
般
国
道
自
動
車
専
用

道
路
や
地
域
高
規
格
幹
線
道

路
は
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車

道
建
設
審
議
会
を
経
ず
、
し
か

も
平
成
一
九
年
度
の
二
兆
三

三
〇
〇
億
円
の
基
幹
ネ
ッ
ト
の

実
績
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
間
も
Ｂ
／

Ｃ
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
せ
ず
に
一

万
四
〇
〇
〇
ｋ
ｍ
を
目
指
し
て

建
設
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
約
七
〇
〇
〇
ｋ
ｍ
の
地
域

高
規
格
幹
線
道
路
も
同
様
で

す
。
こ
れ
は
、
こ
の
一
〇
年
間
で

は
完
成
で
き
な
い
の
で
さ
ら
に

そ
の
後
の
一
〇
年
、
二
〇
年
と
、

合
計
二
万
一
〇
〇
〇
ｋ
ｍ
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
第
二

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
、
四
国

へ
の
二
本
の
橋
、
二
本
目
の
関

門
海
峡
ト
ン
ネ
ル
等
、
「地
域
高

規
格
幹
線
道
路
の
候
補
路
線
」

を
含
め
る
と
際
限
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

暫
定
税
率
引
き
下
げ
と
、

一

般

財
源

化

を
目

指

す
！ 暫

定
税
率
は
、
第
一
次
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
時
に
導
入
さ
れ
た
、

臨
時
・異
例
の
制
度
で
あ
り
、
こ

れ
が
三
〇
年
以
上
も
続
い
て
き

た
こ
と
自
体
が
異
常
で
す
。 
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衆 議 院 議 員 

た け ま さ公 一 
Koichi Takemasa ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 
 

▼昭和 36 年(1961 年)生まれ 

▼さいたま市立木崎小、木崎中、県立浦和 

高校、慶応義塾大学法学部政治学科卒業 

▼松下政経塾（第 5期生） 

▼埼玉県議会議員 2期 

▼衆議院議員 3期  

▼現在、外務委員会理事・予算委員会委員 

民主党『次の内閣』外務副(大臣)担当 

民主党埼玉県連幹事長 

浅野目 義英（県議・浦和区） 
昭和３３年５月２７日生まれ 

０７年県議会議員当選 

法政大学社会学部卒 

小学校教師を経る 

隣接の上尾市で市議４期 

３７歳で市議会議長 

感動県政！感動浦和！ 

神崎 功（市議・緑区） 
昭和３０年１２月５日生まれ 

０７年市議会議員 3期目当選 

法政大学経営学部卒、マルエツ入社 

民主党埼玉市議会議員団団長 

民主党埼玉県連 副代表 

議会改革への挑戦！ 
 

さ
ら
に
、
食
料
品
や
ガ
ス
・電

気
な
ど
生
活
必
需
品
の
値
上
が

り
が
国
民
生
活
を
圧
迫
す
る

中
で
、
最
大
二
・
六
兆
円
の
負

担
軽
減
と
な
る
暫
定
税
率
の

廃
止
は
、
景
気
浮
揚
の
面
か
ら

も
必
要
で
す
。 

ま
た
、
税
収
を
自
動
的
に
道

路
整
備
に
充
当
し
、
道
路
族
議

員
、
道
路
官
僚
の
利
権
の
温
床

と
な
っ
て
い
る
道
路
特
定
財
源

制
度
を
廃
止
し
、
一
般
財
源
化

す
る
こ
と
は
、
国
会
で
の
開
か

れ
た
議
論
を
通
じ
て
、
最
も
効

率
的
な
税
金
の
使
い
道
を
決
め

る
「
代
表
な
く
し
て
課
税
な
し
」

が
文
字
通
り
実
現
で
き
ま
す
。 

イ
ー
ジ
ス
艦
事
故
は
初
動

の
遅
れ
！ 

危
機
管
理
体
制
整
備
が
平

成
一
五
年
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
事
故
発
生

か
ら
二
時
間
〜
二
時
間
半
後
に

官
邸
に
連
絡
が
入
る
と
い
う
初

動
体
制
の
遅
れ
が
繰
り
返
さ

れ
ま
し
た
。
七
年
前
の
え
ひ
め

丸
事
故
の
教
訓
が
全
く
生
か
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

原
因
究
明
・
再
発
防
止
の
た

め
、
新
し
い
国
家
行
政
組
織
法

第
三
条
に
よ
る
運
輸
安
全
委

員
会
は
、
国
土
交
通
省
で
は
な

く
、
官
邸
が
強
い
権
限
を
持
っ

て
関
係
省
庁
間
の
調
整
に
あ
た

れ
る
よ
う
、
内
閣
府
に
お
く
べ

き
で
す
。 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

が
四
月
か
ら
開
始
！？ 

二
年
前
に
与
党
が
強
行
採

決
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。
七

五
歳
以
上
の
方
か
ら
年
金
天

引
き
で
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ

と
、
患
者
対
看
護
師
の
割
合
を

七
対
一
と
す
る
看
護
師
配
置

基
準
の
改
定
に
よ
る
大
病
院
の

看
護
師
囲
い
込
み
、
医
局
制
度

見
直
し
に
よ
る
病
院
勤
務
医
不

足
、
救
急
患
者
の
た
ら
い
回
し

な
ど
、
問
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
医
療
・
年
金
・
介
護
全
体
で

の
抜
本
的
改
革
が
必
要
で
す
。 

さ 

   
 

高野 秀樹（市議・岩槻区） 
昭和３５年９月２９日生まれ 

02 年岩槻市議会選挙当選、２期 

早稲田大学第二文学部卒業、サンデー毎日記者 

総務常任委員会副委員長 

行財政改革特別委員 

岩槻に合併の風を！ 

原田 健太（市議・浦和区） 
昭和４２年３月２８日静岡県清水市生まれ 

０７年市議会選挙２期目当選 

東京大学法学部卒業、丸紅株式会社入社 

保健福祉委員会副委員長 

民主党埼玉県連副幹事長 

地方政治のしがらみと真っ向勝負！ 

三神 尊志（市議・見沼区） 
昭和５５年１２月２５日生まれ 

07 年市議会議員選挙当選 

東京都立大学法学部卒、（株）日立製作所 

建設水道委員 

行財政改革推進特別委員 

税金の使い道を変える！ 


